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§�レセプション・クラスのオンライン授業

　2020 年 4 月からオックスフォード大学のアカデミ
ックビジター（2020 年度は Nissan Institute of Japa-
nese studies, 2021 年度は St Antonyʼs College に所属）
として英国に滞在している 1）。コロナ禍の英国に家族
とともに渡ったのは，2020 年 4 月である。2021 年 4 月
の一時帰国を挟み，英国での滞在期間は既に 1 年を超
えたが，コロナ禍の在外研究は想定したものと大きく
異なり，困惑の連続である。まさにコロナに翻弄され
る日々といっても過言ではない。そのため，こういっ
た状況下での在外研究の紹介が，読者にとってどの程
度有益なものかわからないが，コロナ禍の英国で経験
したことを自身のオックスフォード在外研究の記録と
して 2 回に分けて紹介したいと思う。
　英国イングランドでは 2020 年 3 月以降，新型コロ
ナ感染症が急速に拡大し，感染拡大防止のために 3 回
のロックダウンが実施され，デリバリー・持ち帰りを
除いた飲食店の営業禁止，外出制限，世帯間交流の禁
止，生活必需品以外を販売する小売店の閉鎖等，さま
ざまな規制が設けられてきた。1 回目のロックダウン
中に渡英した私にとって，最大の悩みは子育てと研究
との両立である。保育園が新規受け入れを停止してい
たため，4 歳の息子は 9 月まで自宅で過ごすことにな
った。日本と英国という生活環境の変化に加え，生後
11 カ月から保育園に通っていた息子にとって同年齢
の友達と遊べない孤独感や公園の遊具場や娯楽施設が
すべて閉鎖され，楽しい遊びの機会が制限されたこと
によるストレスは計り知れない。8 歳から 12 歳の子ど
も 168 名を対象に実施した英国のロックダウン前と

ロックダウン中の精神障害，不安，うつ病の症状の変
化について，その評価データを調査した英国ケンブリ
ッジ大学の Medical Research Council によると，ロ
ックダウンによって，子どものうつ病の割合が上昇し
ている（Bignardi et al. 2020）。ロックダウンが子ど
ものメンタルヘルスに及ぼす影響については今後さま
ざまな研究成果の報告が予想されるが，ロックダウン
が長期化した国々では深刻に受け止めるべき課題の 1
つとなっている。
　幸いにも私達が滞在するオックスフォードは自然が
豊かであり，ポート・メドーやユニバーシティ・パー
クスを散歩したり，運河で白鳥，カモに餌やりをした
り，近くの自然公園で野鳥や草花を探したりして楽し
むことができた。とくに 6 月頃からは気候も良く，普
段全く運動をしない私でさえも散歩が楽しくなり，毎
日 1 万歩を達成していた。
　1 回目のロックダウンは 7 月から徐々に緩和され，9
月から小学校が開始し，息子も近くの公立小学校（以
下，P 小学校）のレセプション 2）に通い始めた。その
後，11 月に 2 度目のロックダウンとなったが，1 度目
と異なり学校は閉鎖されなかったことから，友達にも
恵まれ，順調に学校生活を過ごしていた。
　事態が一変したのは，変異株の感染拡大により
2021 年 1 月上旬から開始された 3 度目のロックダウ
ンである。3 度目のロックダウンの可能性は，クリス
マス前後からニュース等で取り沙汰されていたが，ロ
ックダウンに伴う学校の閉鎖が正式決定したのは，ク
リスマス休暇明け直後の 2021 年 1 月 5 日である。P 小
学校は，学期初めの 1 月 5 日が Inset day3）であり，
翌日から始まる新学期に向けて荷物の準備をしていた
ところ，学校から急遽オンライン授業への変更の知ら
せがあった。私にとって渡英以来，最も過酷であった
のは，このレセプション・クラス（4-5 歳児）のオン
ライン授業のサポートである。2020 年 11 月に同学年
でコロナ陽性者が出たこともあり，オンライン授業は
経験済みであったが，今度は期限のないオンライン授
業である。さらに前回とは異なり，幸か不幸かオンラ
イン授業に対する学校側の事前準備のレベルが高す
ぎ，保護者の負担が半端なく大きかった。想像してみ
てほしい。4-5 歳児が朝礼代わりに毎朝送られてくる
質問にオンラインで返答し，キッズヨガを行い，毎週
月曜に送られてくる緻密なカリキュラムに沿って課題
をこなし，毎日 15 時までに学習内容を報告（複数の
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写真とコメントを Web 上に設定された専用のプラッ
トフォームにアップデート）するのである。さらに週
に 2 日程度，リアルタイムで担任の先生と面談し学習
状況の確認がなされるともに，４～ 5 名のグループに
分けられたクラスメイトと一緒に本読みや簡単な学習
ゲームを行う。成人のサポートなしでは 4-5 歳児の
オンライン授業は成立しないことから，急遽ベビーシ
ッターやナニーを雇う親，勤務形態をフルタイムから
パートタイムに変更する親，オンライン授業を完全も
しくは半分放棄する親もいた。
　一方，オンライン授業を担当する先生の側も大変で
ある。P 小学校のレセプションは 2 クラス（定員各 30
名）あり，正，副 2 名の担任に加え，登下校時の補
助，ランチ時の補助，PE（体育）の教師とその補助
等，サポート体制は万全である。だが，1 回目のロッ
クダウンに比べて，3 回目のロックダウン時は想定以
上に通学する子ども（親が Essential worker の場合
は登校可能）が多く，学校側は学内での通常授業とオ
ンライン授業の両方に対応すべく，教師の配置に苦労
しているようであった。オンライン授業を担当する先
生は，毎朝，朝礼代わりの質問の連絡から始まり，絵
本の朗読，音声学習等の教材配信，学習内容の報告に
対するフィードバック等を行っていた。とくに，フィ
ードバックは傾聴力を感じさせるものであり，単に内
容を評価するだけでなく，次の学びにつながるヒント
が与えられ，息子と私のモチベーション維持に非常に
役立った。さらに，必要に応じて迅速に 1 対 1 の面

談を設定する，追加資料を個別に送る，いつでも相談
できる体制と雰囲気を構築するなど，個々の子どもの
学習能力や習熟度に応じた伴走型の指導方法は，個別
マネジメントにおける組織と個人の良好な関係性を構
築するためのヒントが多々含まれていたように感じ
る。
　コロナ禍で急速に普及したテレワークは，上司と部
下の関係性を集団管理から個別管理へとシフトをもた
らし，個別マネジメントの在り方が問われつつある。
IT 化の進展はその実現を可能にしつつあるが，その
際には Rousseau が提唱した「I-deals（個別配慮）」と
いう考え方が手掛かりになるかもしれない（Rousseau 
2005）。I-deals は，idiosyncratic（特異的）と ideal（理
想的）を組み合わせた造語であり，個々の社員に寄り
添った個別対応が，組織にとっても社員にとっても，
さらに組織内の他の社員にとっても理想的なものであ
ることを前提としている。オンライン授業における教
育現場の対応の在り方も，この考え方をベースとし，
個々の子どもに十分に配慮しつつも，それでいて教師
と子どもの接触機会を平等に担保することでクラス，
さらに学校全体にとって理想的なものに近づけようと
しているかもしれない。

 1）在外に快く送り出してくれた立正大学の同僚及び関係者，
快く受け入れてくださったオックスフォード大学 Hugh 
Whittaker 教授はじめ関係者の皆さまに心より感謝申し上げ
ます。またコロナ禍の渡英ということもあり，多くの方々に
ご心配をお掛けしました。この場を借りて感謝の意を表明さ
せていただきます。

 2）英国では，5 歳の 9 月から義務教育が開始するが，それに先
立ち 4 歳からレセプションと呼ばれる就学準備期間が開始す
る。

 3）Inset day（In-service Training day）は，通常の授業はお休
みで教師やスタッフが研修を受ける日である。
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